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トランジスタ内の二次元プラズモンを用い

たテラヘルツ（THz）帯検出器が注目を集めて

いる。我々は非対称二重格子ゲートを有する

InP 系 HEMT を開発し、1 THz において 2.2 

kV/W[1]、0.2-0.3 THz において 20 kV/W 以上[2]

の検出感度を、いずれも室温下、ソース・ドレ

イン無バイアス状態で記録している。同 HEMT

においては、プラズモンの流体非線形性に起因

するプラズモニック・ドラッグ効果とプラズモ

ニック・ラチェット効果がゲートの非対称配置

によって生じ、無バイアス検出でも大きい検出

感度の実現が可能になる[3]。 

本稿では、同 HEMT における検出感度周波

数特性を導出し、[1],[2]で実験的に得られた検

出感度周波数特性と比較を行なう。図 1 に、同

HEMT の検出感度周波数特性を示す。低周波

側では感度の下がり方が比較的緩やかで、高周

波側では下がり方がより急峻になることが分

かる。低周波側、高周波側の周波数特性はそれ

ぞれプラズモニック・ドラッグ効果、プラズモ

ニック・ラチェット効果による特性と一致する。

このことは、同 HEMT による検出がプラズモ 

 

ンの流体非線形性に起因していることを強く

支持している。 
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図 1：非対称二重格子ゲート HEMT の検出感

度周波数特性．点線は理論によるフィッティ

ング． 
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